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委員会　　●総務委員会　理事会の指示のもとに会務全般の庶務を行う。具体的には事業計画の立案、実施状況の把握、

老健運営上の課題の整理、県担当部局との調整など。
　　　　　●研修企画委員会　年間を通しての研修の企画、講師の選定、研修の運営、研修の評価等。
　　　　　●広報委員会　広報誌の発行、ホームページの作成、会員への情報伝達方法の検討。
各ブロック　地域振興局単位で意見の集約を図り、老人保健施設の立場から地域の活動に協力していくために、熊本市

及び地域振興局単位でブロックを編成する。
　　　　　施設間、職種間での意見の交換を行い、課題の整理と活動を行うこととする。
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平
成
20
年
11
月
の
熊
本
県
老
人
保
健

施
設
協
会
社
団
法
人
化
を
機
に
創
刊
し

た
本
誌
「
ろ
う
け
ん
熊
本
」
は
年
２
回

発
行
を
目
標
と
し
て
お
り
、
今
回
第
4

号
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
巻
頭
の
挨
拶

文
を
当
協
会
理
事
で
分
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

さ
て
、
約
25
年
前
に
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
と
い
う
高
ら
か
な
響
き
と
共
に
世
の

中
に
老
人
保
健
施
設
が
誕
生
し
て
以

来
、
高
齢
者
の
人
生
の
応
援
団
と
し
て

職
員
の
心
の
こ
も
っ
た
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
中
心
に
各
地
で

利
用
者
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。
特
に

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
の
結
果
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
熊
本
県
で

は
在
宅
復
帰
率
が
50
％
を
超
え
る
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
老
健
施
設
（
在

宅
強
化
型
）
の
割
合
が
約
15
％
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、復
帰
率
30
％
以
上（
在

宅
支
援
機
能
加
算
）
の
施
設
ま
で
含
め

る
と
28
％
と
な
り
、
全
国
の
約
３
％
と

い
う
平
均
値
に
較
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。つ
ま
り
、

老
人
保
健
施
設
が
誕
生
し
た
時
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
る
〝
在
宅
復
帰
・
在
宅
生

活
持
続
に
向
け
た
支
援
機
能
〞
を
発
揮

し
て
い
る
老
健
施
設
が
熊
本
県
内
に
は

比
較
的
に
多
い
と
云
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
各
施
設
の
ケ
ア
理
念
の
徹
底
と

職
員
各
自
の
自
覚
に
裏
付
け
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
現
に
こ
れ
ら
の
背

景
に
関
す
る
設
問
に
対
し
て
、
利
用
者

･
家
族
と
の
面
談
機
会
の
頻
度
を
重
視

し
た
り
、
在
宅
復
帰
に
向
け
た
ス
タ
ッ

フ
の
意
識
改
革
に
努
め
た
と
の
回
答
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
報
酬
獲

得
の
た
め
に
突
然
方
向
転
換
し
た
こ
と

で
は
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
実
態
を
見
て
熊
本

の
老
健
の
粘
り
強
さ
を
感
じ
る
。
長
年

の
一
貫
し
た
心
意
気
、
や
は
り
利
益
の

前
に
理
念
あ
り
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

理
念
を
貫
こ
う
と
す
る
こ
だ
わ
り
と
努

力
の
結
果
、
利
益
は
つ
い
て
く
る
。
即

ち
利
益
と
は
報
酬
単
価
の
み
で
は
な
く

活
動
量
が
多
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
活
動
量
と
は
地
域
と
の
交
わ
り

で
あ
り
、
地
域
へ
の
自
己
紹
介
と
親
し

み
の
気
持
ち
で
始
ま
る
こ
と
は
誰
し
も

理
解
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
実
践
継

続
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
。
今
後
も

更
に
〝
地
域
に
開
か
れ
た
老
健
〞
を
目

指
し
て
、
多
く
の
老
人
保
健
施
設
が
地

域
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
と
は
人
の
住
む
所
で

あ
り
、
そ
の
営
み
は
地
域
に
よ
り
様
々

で
あ
る
。
人
々
の
数
、
家
族
・
隣
人
の

有
様
、
生
活
の
習
慣
、
地
域
の
広
が

り
、
関
連
社
会
資
源
の
状
況
ほ
か
、
同

じ
様
な
地
域
な
ど
存
在
し
な
い
。
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
そ
の
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
期
待
に
応
え
た
役
割
の
果
た
し
方
が

あ
る
訳
で
あ
り
、
他
の
老
健
と
比
較
す

る
前
に
、
自
分
達
の
地
域
に
お
け
る
自

分
達
の
老
健
の
個
性
と
心
意
気
に
こ
だ

わ
っ
て
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
老
健
の
こ
だ
わ
り
と
心
意
気

社
団
法
人
熊
本
県
老
人
保
健
施
設
協
会

副
会
長 

金　

澤　

知　

徳
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平
成
23
年
度
　
熊
本
県
老
人
保
健
施
設
大
会

　
平
成
23
年
度
熊
本
県
老
人
保
健
施

設
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
山
田
会
長
の
開
会
挨
拶
に
よ
り
大

会
の
幕
が
あ
き
、
次
に
熊
本
県
長
寿

社
会
局
長

　
江
口

　
満
様
よ
り
来
賓

の
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
と
し
て
平
成
24
年
度
介

護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省

老
健
局
　
大
竹
　
輝
臣
　
様
よ
り
ご

講
演
い
た
だ
き
、
市
民
公
開
講
座
と

し
て
「
熊
本
県
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」
か
ら
吉
永
　
京
子
様
を
お
迎

え
し
「
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
が
伝

え
た
い
思
い
」
と
題
し
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
は
22
施
設
か

ら
39
題
の
演
題
応
募
を
い
た
だ
き
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
施
設
の
様
々
な
研
究
や
取
り
組

み
を
発
表
さ
れ
、
大
変
素
晴
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

期日 平成24年３月15日（木）

会場 ホテル熊本テルサ　テルサホール・たい樹

大会参加者数
214名

プログラム
開会　　１Ｆテルサホール
　　　　会長挨拶　：　熊本県老人保健施設協会　会長　山田　和彦
　　　　来賓挨拶　：　熊本県健康福祉部長寿社会局　局長　江口　満　氏
【特別講演】　１Ｆテルサホール
　　「平成24年度　介護報酬改定について」
　　　講師：厚生労働省　老健局　老人保健課　課長補佐　大竹　輝臣　氏
　　　座長：熊本県老人保健施設協会　会長　山田　和彦
【演題発表】　《第１分科会》　会場／テルサホール
　セッションⅠ　発表演題　８題　座長：渡辺　七郎（青海苑　理事長）
　セッションⅢ　発表演題　８題　座長：
　　　　　　　　　　　　　　荒瀬　一巳（ナーシングケア緑風苑　理事長）
　　　　　　《第２分科会》　会場／たい樹
　セッションⅡ　発表演題　８題　座長：野尻　晋一（清雅苑　副施設長）
　セッションⅣ　発表演題　７題　座長：黒田　直　（聖ルカ苑　施設次長）
　セッションⅤ　発表演題　８題　座長：西田　剛　（あさひコート　事務長）
【市民講座】　１Ｆテルサホール
　「認知症高齢者の家族が伝えたい思い
　　　　　　　　　　　　　　～大好きな母に少しでも近づくために～」
　　講師：認知症の人と家族の会　熊本県支部　世話人　吉永　京子　氏
　　座長：熊本県老人保健施設協会　副会長　金澤　知徳
【優秀演題表彰・講評】　熊本県老人保健施設協会　副会長　金澤　知徳
　閉　会
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演題発表一覧 ☆・・・優秀演題

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

　１．清雅苑 緒方　義尚 玄関の改修内容に影響する要因

　２．白藤苑 椎屋　京子 足があればいいな～ある60代入所者の希望～

　３．リバーサイド御薬園 林田　友寿 自室が２階にある高齢者の在宅復帰支援

　４．メディエイト鶴翔苑 南部　恵 在宅への想い～自宅へ外出後の変化で見えたもの～

　５．樹心台 武田　涼子 環境を整えることの大切さ　～退院後の際入所で奇跡のＡＤＬアップ～

　６．なでしこ 大松　英雄 手作業の効果　～利用者本来の力を取り戻し円満な家庭生活～

　７．清雅苑 水上　昭徳 重介護者への在宅復帰支援の関わり　～専門職としての援助を通して～

☆８．白藤苑 坂本　寿子 褥瘡の治癒をめざして
　　　　　　　～クリティカルコロナイゼーションと思われる事例を経験して～

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

　１．ぼたん園 浜田　恵子 ボランティア活動を支えるもの　～ボランティアの方々の想いと背景～

　２．おとなの学校本校 宮本　紅留美 102歳!梅干作りに再挑戦　～COGNISTATの導入～

　３．彩雲苑 渡邉　寿志 快適な生活の提供を目指して　～排泄の自立支援･オムツ外しの取り組み～

　４．阿蘇グリーンヒル 森本　佑 あなたの ｢おもい｣ を見つめて　～今、私達にできる事～

　５．青翔苑 池田　和歌子 みんなで取り組む認知症ケア　～認知症ケア指導委員会の活動報告～

☆６．清風苑 緒方　智典 観察と気づきが作る現場の力　～ファインド報告から見えたもの～

　７．ぼたん園 川﨑　悦子 コミュニケーションツールとしての活用を目指して　～みんなで作るぼたん園通信～

　８．彩雲苑 山下　誠司 地域の方･家族に喜んで頂ける行事を目指して
　　　　　　　～家族や地域の方との連携を深める為に～

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ

　１．白藤苑 緒方　里美 「ばあちゃんは、家で死なせよごたる」　～在宅看取りまでの支援経過報告～

　２．桔梗苑 那須　美栄子 介護老人保健施設において最期を迎えるための現状と課題

　３．なすび園 友清　重利 当施設での看取りケアの取り組みVol.2　～在宅復帰された1事例からのふり返り～

　４．樹心台 生森　恵 看取り介護を行って　～安らかな最期を～

☆５．清雅苑 岡崎　洋子 脳卒中後の20年に寄り添って　～在宅から老健での看取りまで～

　６．なでしこ 高橋　久美子 利用者･家族とともに（看取り栄養ケア）

　７．ケアセンター赤とんぼ 稲葉　扶紀子 ケアカンファレンス（他職種連携）により体重管理と栄養改善ができた事例

　８．白藤苑 田邉　真紀子 “脱”きざみ食をめざして

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ

　１．清雅苑 宮部　伸子 通所リハにおけるＭＭＳＥの一考察

☆２．湧心苑 日置　ゆかり 不穏症状の症例を通して　～安心して過ごせる環境を目指して～

　３．フォレスト熊本 山口　恵子 通所利用者Ａ氏の他利用者への暴言の意味に対する考察
　　　　　　　～「暴言」をどのように捉え対応するべきか～

　４．おとなの学校本校 中山　洋昭 暑さに負けず、寒さに負けず！　～目指せ！皆勤賞！！～

　５．シルバーピア水前寺 杉山　健次 シルバーピア水前寺通所リハビリの現状
　　　　　　　～リハビリスタッフ専任になって見えてきたこと～

　６．白藤苑 坂井　亮一 通所リハ利用者に対する転倒予防への取り組み　～WiiFitを使用して～

　７．清雅苑 大平　巌 通所リハでの排泄動作に対する自立支援に向けての取り組み

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅴ

　１．アニメティゆうりん 田渕　茂典 近隣の火災を通し、見えてきた課題について

　２．おとなの学校本校 中山　茉莉子 いい湯だな♪　～授業から生まれた様々な意欲～

　３．清風苑 山本　弥生 「気づき」による事故の減少を目指して　～ファインド報告を活用した取り組み～

　４．ぼたん園 秋吉　清子 日常生活に園芸療法を活かした取り組み　～水耕栽培を試みて～

　５．サンライズヒル 永戸　一羽 個別ケアにおける調理会の取り組み　～ ｢笑顔あふれるコミュニティ｣ ～

　６．コスモピア熊本 池上　智史 事故発生時の家族連絡の在り方

☆７．シルバーピア水前寺 西橋　直子 リハビリとの協働

　８．てんすい倶楽部 松藤　美紀 私はなんでんでくっとよ！　～おいしんぼ倶楽部で取り戻した笑顔～
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平成24年度 新人研修会アンケート結果
1.研修について（講義内容について）
≪回答≫
　①良く理解できた
　②理解できた
　③理解できなかった
　④どちらとも言えない

グループワークについて
　≪回答≫
　①今後の業務の役に立つ　　②悩みが解決できた
　③他の施設の意見が聞けてよかった
　④気持ちを切り替えられた　⑤やる気がでてきた
　⑥仲間つくりができた　　　⑦業務に対する目標ができた
　⑧グループワークより、講演や講義が良かった
　⑨その他
　・他職種の意見が聞けて良かった

グループワークの班分けに関して
　≪回答≫
　①同一職種のグループの方がよい
　②他職種一緒のグループワークの方がよい
　③その他
　・①、②をどっちとも行った方がいいと思った。
　・所属ごとのグループがよい。
　・今日のわけ方で、いろんな職種の方と話せてよかった
　・同じ職種の方と(NS)話をしたかった。NSは少ないので…

今後、新人研修会で取り上げて欲しいテーマや内容
　≪回答≫
　①排泄ケアについて　②口腔ケアについて
　③栄養管理について　④各種制度について
　⑤身体拘束について　⑥権利擁護について
　⑦感染予防について　⑧緊急時の対応について
　⑨事例検討　　　　　⑩その他
　・認知症について
　・在宅復帰に向けての実際の取り組み、
　　地域に根ざした施設になる為の実際の取り組み。
　・クレームの報告 → 対応した事例を聞きたい
　・アルゴリズムに対しての動き方、記録の記入の仕方
　・入浴・食事に拒否がある方への対応
　・看護・介護記録の仕方をぜひお願いします。

介護老人保健施設の
理念と機能

コンプライアンス
(身体拘束･高齢者虐待)

老健におけるリハビリテーション
（生活リハ）

認知症高齢者の理解とケアチームケアについて
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施 設 じ ま ん !!
このコーナーでは各施設の様々な取り組みをご紹介いたします。
施 設 名

住　　所

Ｔ Ｅ Ｌ

入所定員

介護老人保健施設　ケアセンター赤とんぼ

熊本市東区戸島西2丁目3－10

096－331－3737

100人

Ｆ Ａ Ｘ

通所定員

096－360－7103

130人
『心ひとつ』　人生の目的とは、楽しむこと。
　　　　　　利用者さん一人ひとりの “その人らしさ ”を大切にし、
　　　　　　“老いを楽しむ ”ためのお手伝いをします。
　「ケアセンター赤とんぼ」は介護と医療のサービスを通して、地域の皆様の福祉と健康
に貢献することを目的として、平成 13 年に開設いたしました。老いを楽しんでいただく
ための「ダイバージョナルセラピー」を取り入れ、利用者さん、ご家族はもちろんのこと、
地域の方々やボランティアの皆様、そして私共職員一同 “心ひとつ ”で「その人らしく生
きる」を目標に取り組んでいます。例えば月に 4回開
催される趣味の講座（カラオケお楽しみ会）では参加
者の方々が自慢の歌声を披露するなかで、共に歌い、
笑い、イキイキとした時間を過ごすことの出来る場と
して皆様に好評をいただいております。
　また、敷地内には透析治療を専門とした仁誠会クリ
ニックながみね【内科・歯科】が併設され、福祉と医
療の連携で「安心な暮らし」をサポートします。 今、赤とんぼ通所リハビリでは「卓球」が大人気！

毎年５月に開催される
「仁誠会カラオケお楽しみ大会」
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施設協会会員施設

山鹿

菊池 阿蘇

熊本市

宇城

八代

球磨

上益城
㉙

㉛

47
53
52 54

60

59
61 58
56 57

55
69
71

68
70

76
75

84 82 85
87
83
86

72

66

64

63
62

65

67

45樹心台　玉名市伊倉北方272　0968-73-4165
46ゆうきの里　玉名市上小田1063　0968-74-0666
47清風苑　玉名郡和水町上板楠1697－ 1　0968-34-3700
48平成ドリーム館　荒尾市水野1556　0968-68-7770
49星雲荘　玉名市横島町横島3384　0968-84-3717
50てんすい倶楽部　玉名市天水町部田見1214－ 15　0968-71-5600
51幸　玉名市岱明町鍋1831　0968-57-5105
52希望の園　山鹿市山鹿369　0968-44-2100
53山鹿リハビリセンター　山鹿市熊入町313　0968-43-4370
54太陽　山鹿市鹿本町津袋654－ 1　0968-46-6111
55サンライズヒル　菊池郡菊陽町曲手760　096-232-5656
56桜の里　合志市須屋702　096-343-8377
57おおつかの郷　菊池郡大津町陣内1165　096-294-1500
58ひらせ記念リハビリ苑　合志市福原3111　096-248-7100
59孔子の里　菊池市泗水町福本904－ 1　0968-38-5666
60リハビリセンターきくちの里　菊地市大琳寺123　0968-23-7721
61有隣　合志市野々島字東原4414－ 17　096-242-5050
62阿蘇グリーンヒル　阿蘇市一の宮町宮地121　0967-22-0500
63愛・ライフ内牧　阿蘇市内牧1105－ 1　0967-32-5511
64おぐに老人保健施設　阿蘇郡小国町大字宮原1742－ 1　0967-46-6111
65リハセンターひばり　阿蘇郡南阿蘇村大字吉田2044－ 2　0967-64-8000
66彩雲苑　上益城郡山都町北中島2701　0967-75-0222
67ライフライト矢部　上益城郡山都町下市60　0967-72-1110
68御船清流園　上益城郡御船町御船1062－ 1　096-282-1616
69平成唯仁館　上益城郡益城町宮園字三の迫1139－1　096-286-0666
70ナーシングケア緑風苑　上益城郡甲佐町白旗271　096-234-3788
71ケアポート益城　上益城郡益城町安永1030　096-289-0777
72八祥苑　八代市氷川町早尾1097　0965-62-4818
73ハピネスケア日南　八代市日奈久塩北町2922　0965-38-0700
74向春苑　八代市大福寺町2411－ 1　0965-33-8660
75アメニティゆうりん　八代市古閑浜町西塩浜3401　0965-33-8880
76かがみ苑　八代市鏡町塩浜11－235　0965-30-4000
77皇寿園　八代市高島町4218　0965-33-5545
78とまと　八代市郡築1番町180－ 1　0965-37-3737
79やすらぎ苑　水俣市浜4051　0966-63-8621
80白梅の里　水俣市浜4098－ 18　0966-63-3888
81新清苑　芦北郡芦北町大字芦北字塩屋田尻2727－ 1　0966-61-3055
82サンライフみのり　球磨郡相良村大字川辺1778　0966-35-0840
83リバーサイド御薬園　人吉市七地町495　0966-22-6811
84山江老人保健施設　球磨郡山江村大字山田字南永シ切1705　0966-24-9800
85シルバーエイト　球磨郡多良木町大字多良木4210　0966-42-5288
86タンポポ　人吉市下漆田町字後平1538　0966-25-1551
87愛生　人吉市南泉田町89　0966-28-3586
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熊本県老人保健施

玉名

宇

芦北

天草

熊本市

⑫

㉕

⑨
③

㉘

㉗
㉚

3432
36

38
42

41

37

33

35

40

44
4843 45

4950

46

47

75
77
74
73

81

7980

78

51

39

㉔ ㉓④⑲⑳㉖

㉑ ⑮ ⑬
㉒⑪ ⑭

②⑱⑧⑰

⑯
⑦

⑩
⑥

⑤

①

①清雅苑　熊本市北区山室6丁目8－1　096-345-8112
②コスモピア熊本　熊本市東区尾ノ上1丁目3－12　096-384-8088
③桔梗苑　熊本市南区城南町沈目1481　0964-28-6811
④おとなの学校本校　熊本市東区三郎1丁目12－ 30　096-385-6262
⑤青翔苑　熊本市西区島崎2丁目21－ 10　096-359-5377
⑥阿房宮　熊本市北区龍田陳内1－3－20　096-337-1111
⑦杏の里　熊本市西区池田1丁目14－ 78　096-351-2788
⑧南楓苑　熊本市中央区南熊本2丁目11－ 1　096-371-5111
⑨光乃里　熊本市南区城南町今吉野972　0964-28-8000
⑩ぎんなんの里　熊本市北区楡木1丁目3－70　096-337-2700
⑪湧心苑　熊本市中央区出水4丁目15－ 30　096-371-4165
⑫ケアビレッジ箱根崎　熊本市北区植木町正清888　096-274-7700
⑬ぼたん園　熊本市南区御幸笛田6丁目8－1　096-370-1222
⑭第二コスモピア熊本　熊本市東区尾ノ上1丁目8－8　096-360-3111
⑮白藤苑　熊本市南区白藤5－1－1　096-358-7200
⑯みつぐ苑　熊本市北区貢町135　096-323-6123
⑰のぞみ　熊本市中央区本荘3丁目7－18　096-371-3399
⑱シルバーピア水前寺　熊本市中央区水前寺5丁目2－22　096-384-3399
⑲メディエイト鶴翔苑　熊本市東区保田窪本町10－112　096-387-8181
⑳フォレスト熊本　熊本市中央区渡鹿5丁目1－37　096-363-0101
㉑なすび園　熊本市西区沖新町3353　096-329-5666
㉒田迎ケアセンター　熊本市南区出仲間5丁目2－2　096-378-2223
㉓ケアセンター赤とんぼ　熊本市東区戸島西2丁目3番10号　096-331-3737
㉔なでしこ　熊本市中央区北千反畑町2－5　096-343-7450
㉕かなこぎ苑　熊本市北区硯川町768-1　096-275-2788
㉖葵の森　熊本市西区松尾町近津1480番地　096-311-4004
㉗ゆずりは　熊本市南区城南町高1099　0964-28-6311
㉘青海苑　宇城市三角町郡浦739－ 8　0964-54-1311
㉙あさひコート　宇土市旭町106番地　0964-23-5211
㉚景雅苑　宇土市上網田町3676　0964-27-17086
㉛なごみの里　下益城郡美里町堅志田192－ 1　0964-47-6011
32慈恵苑　天草郡苓北町上津深江278－ 10　0969-37-1567
33本渡ケア・ホーム　天草市下浦町2090－ 1　0969-24-3331
34臥龍園　天草郡苓北町志岐123－ 2　0969-35-1119
35松朗園　上天草市松島町今泉32日－1　0969-56-3111
36ブルーマリン天草　天草市五和町御領9133　0969-32-2112
37ケアセンター鶴丸　天草市久玉町62－1　0969-72-6072
38天草社会保険さわやかランド　天草市東町101　0969-22-2111
39きららの里　上天草市龍ヶ岳町高戸1419－ 19　0969-62-1123
40ほんごう苑　上天草市大矢野町登立8607　0964-56-5110
41ケーナ・ガーデン　天草市河浦町河浦4778－ 3　0969-76-1808
42夢織りの里天草　天草市楠浦町字掛場59番5　0969-22-8288
43聖ルカ苑　玉名郡長洲町宮野2772－ 10　0968-78-5521
44慈眼苑　荒尾市増永708－ 2　0968-64-1018
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施設名 青翔苑

住　所 熊本市西区島崎２丁目21－10

TEL 096-359-5377 FAX 096-359-5388

入所定員 58人 通所定員 38人

　熊本市西部に位置する当施設は、医療法人金澤会青磁野リハビリテーション病院に併設する老
健施設として、平成２年３月に入所20床、通所14名で開設いたしました。現在は入所58床、通
所38名で運営しており、認知症対応型通所介護（12名）を併設しています。
　充実したリハビリテーションを提供するため、理学療法士４名、作業療法士２名、言語聴覚
士1名の計７名体制で、ご利用者の心身機能の維持向上を目的とした訓練やマシンを使ったリハ
ビリ、認知症予防リハビリ等に取り組んでいます。在宅支援に力を入れ、短期入所においても個
別リハを中心にサービス提供を行い、現在は定員数の約２割
強が短期入所の利用者となっています。
　平成24年４月からは「在宅強化型」老健として、老健の
役割である在宅復帰、在宅生活支援がより充実できるよう
職員一丸となって支援を行っています。
　今後も地域ケアの中核施設となれるよう各関係機関と連
携を図り在宅生活を支援してまいります。

施設
紹介
施設
紹介

施設名 阿房宮 住　所 熊本市北区龍田陳内１丁目３番20号

TEL 096-337-1111 FAX 096-337-1115 入所定員 100人

　阿房宮は、熊本市の立田山の頂上付近、龍田の森に囲ま
れた静かな場所に立地しています。屋外には、市街地にあ
りながら四季を身近に感じられる美しい自然と市内を一望
できる素晴らしい眺めが広がります。
　当施設は「今日の社会を築かれた高齢者の方々へ感謝し、
心豊かな生活を営んで頂きたい。」を理念に平成2年に開設
しました。特に認知症の方々への援助を中心に、「安心と笑
顔」を利用者の皆様に感じて頂く事を目標として、日々心
のこもったケアの提供に努めています。
　同敷地内に「特別養護老人ホーム天望庵」、「天望庵デイ
サービスセンター」、「自由ヶ丘病院」、「ケアハウス秀照庵」
があり、地域の方々の介護や医療のニーズにお応えするべ
く、連携、協力を行っています。要介護状態や認知症になっ
ても安心して笑顔で暮らせる地域の拠点を目指し、今後も
努力していきます。
　「家庭的な雰囲気の中で、人と人とのつながりを大切にし
ながら、あたたか味のあるお世話がしたい。」そんな思いを
目標にしています。
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施設名 社団法人水俣市葦北郡医師会立
介護老人保健施設やすらぎ苑 住　所 熊本県水俣市浜4051

TEL 0966-63-8621 FAX 0966-63-8622 入所定員 80人 通所定員 20人

　やすらぎ苑は、水俣川河口の入口に位置し、県内で11番目に水俣市芦北郡医師会立として平
成2年6月1日に開苑致しました。春には山間に小鳥のさえずる声や道路には桜、菜の花が咲きほ
ころび、海には船、天草の島々など自然環境に恵まれ利用者様の心を和ませ、癒してくれる施
設であります。
　当苑は、健やかに『人として「今」を生きる喜び』を創造する、を基本理念に掲げ地域の皆様に「信
頼され、親しまれ、選ばれる施設」として、お年寄りが住み慣れた土地で安心して暮らせるよ
うアットホームな雰囲気を大切にし、それぞれの自立を目指した支援体制に努めています。
　病院と老人ホームの長所を取り入れ、また在宅介護の支援強化と三つの機能を兼ね備えた「や
すらぎ苑」は、一般の方の入所は勿論、認知症を有する方々の介護、リハビリ、デイケア、ショー
トステイ等、施設の選択肢を増しつつ可能性を追求し、明るい希望に満ちた「やすらぎ」の場
として今後も地域に根ざした老人保健施設の先駆者として更なる年齢を重ねてまいります。

施設名 彩雲苑 住　所 上益城郡山都町北中島2701

TEL 0967-75-0222 FAX 0967-75-0702 入所定員 70人 通所定員 20人

　彩雲苑は、平成５年９月に開設し、今年で20
年目を迎えます。同一法人の「瀬戸病院」、訪問
介護サービス事業所「りんどう」、訪問リハビリ、
関連施設の特別養護老人ホーム「矢部大矢荘」、
ケアハウス「光露館」、グループホーム「すみれ」
等との連携により医療、保健、福祉が一体となっ
た総合的なサービスの提供に努めています。
　山間部に位置し、農業に従事していた方が多
いため、季節行事として「茶摘み」「田植え」「稲
刈り」「収穫祭」の農作業や「もちつき」「どん
どや」等を行なっています。慣れ親しんだ作業
や行事に目を輝かせ、若かりし頃を思わせる力
強さが見られます。私達も教えて頂くことが多
く、その人らしさを大切にしながら日々の介護
にあたっています。
　今後も、当施設での快適な療養環境のもと、「優
しさと、ゆとりある看護・介護」と「生活リハ
ビリテーション」を提供し、地域の支えとなっ
ていきたいと思います。
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施設名 希望の園 住　所 山鹿市山鹿369

TEL 0968-44-2100 FAX 0968-44-3501 入所定員 80人 通所定員 20人

　当施設は、山鹿市街中心部に独立型老人保健施
設（通所リハビリ併設）として、平成４年２月に
開設し、本年で20年目を迎えました。
　施設の特徴は、５階建で４階にある食堂を含め、
全室どの居室からも山鹿市街を眺望できる造りと
なっており、大浴場は、美人湯として有名な山鹿
の天然温泉を利用しています。
　リハビリは、理学療法士や言語聴覚士等による
個別対応のリハビリを中心に、先生方による音楽
療法や書道等のクラブ活動を始めとした楽しみな
がら行う生活リハビリにも力を入れています。

　食事もバイキングや駅弁の旅など趣向を凝らしたイベント
を実施しています。
　また、利用者による交通安全を祈願した貝を使った手作り
のキーホルダーを毎年近隣の小学校１年生にプレゼントし、
地域との親交を深めています。
　今後も利用者の居宅生活への復帰・社会復帰を目指し、人
と人との温かいふれあいを大切に専門職のスタッフによる良
質なケアの提供を心掛けて参ります。

施設名 臥龍園 住　所 熊本県天草郡苓北町志岐123－2

TEL 0969-35-1119 FAX 0969-35-2552 入所定員 44人 通所定員 13人

　当施設は、平成２年９月に開設し、天草灘を望む美
しい海に囲まれた所に隣接しています。遠くからこの
富岡半島を見ると、龍が横たわっているように見える
との由来から、臥龍園と命名しています。
　現在、併設の苓北クリニックと連携し、通所リハビ
リテーション・短期入所を充実させ、「在宅復帰」に向
けた取り組みに力を入れています。
　利用者の方々には、運動会、夏祭り、クリスマス会
などの年間行事の他、地域の皆さんによる慰問などの
交流により、楽しい園生活ができるよう、そして、生
活意欲や自立意識の向上に繋がることをめざしており
ます。
　また、当園では、天草の自然豊かな食材を生かした
食事の提供を心がけています。特に行事食では、工夫
をこらした食事の提供を行っており、大変喜んで下さ
います。
　これからも、地域の皆様との交流を深め、「開かれた
施設」、日々利用者の方々の笑顔が見られるような、施
設作りをしていきたいと思います。



13

ろうけん熊本

　平成24年９月16日（日）にチサンカントリークラブ御船にて第１回熊本県介護老人保健施設職員
親睦ゴルフコンペ（通称：健友会）が開催されました。発起人は、熊本県老人保健施設協会名誉会
長の堀尾愼彌先生でございます。
　台風16号が東シナ海を北上し熊本県下も強風域に突入するかという状況下、終日の雨具着用は覚
悟しておりましたが、スタート直後にお湿り程度の雨風はあったものの、プレイには支障のない程
度の状態で、総勢18名、5組に分かれて、和気藹々の中、全員無事にラウンドを終えました。

　さて、栄えある第１回目の優勝者はOUT37、IN47トータルスコア84、ハンディキャップ16.8によ
りネットスコア67.2で白藤苑の施設長である松下和徳先生が、後半猛烈な追い込みをされた堀尾先生
の追撃をかわされ優勝されました。ゴルフ歴はまだ４年目とキャリアは決して長くはございません
が、日頃よりご多忙の合間を縫って熱心に練習・ラウンドに励んでおられるご様子。「ラウンド中の
ほど良い緊張感が好スコアに繋がった」とややご謙遜の優勝スピーチでございました。また、第３
位には満額ハンディキャップ36に恵まれた彩雲苑の小西PT、ベストグロス賞にはラウンド前に馴染
みの練習場での打ち込みを欠かさない青翔苑の大館事務次長がそれぞれ入賞されました。

　なお、今後は年に３回程度の開催を予定しております。熊本県下の介護老人保健施設の職員であ
れば、年齢、性別はもちろんのこと、ゴルフの経験、スコアも全く問いませんので、お気軽にご参
加下さいますようお願い申し上げます。
　最後に、当コンペの運営にあたりまして湧心苑の友田事務長には準備及び当日の切り盛りにご尽
力頂きました。誠にお疲れ様でした。

　ご報告ありがとうございました。今後も、県内の老健の結束が図れるような企画を、開催し
ていけたらと思っております。

介護老人保健施設なでしこ　事務長　吉田　泰仁

参加施設（人数）：設立順
☆コスモピア熊本（2名） ☆青翔苑（2名）
☆彩雲苑（2名） ☆白梅の里（1名）　
☆湧心苑（3名） ☆ケアビレッジ箱根崎（1名）
☆御船清流園（1名） ☆おおつかの郷（1名）　
☆白藤苑（2名） ☆メディエイト鶴翔苑（1名）
☆なでしこ（2名） （合計18名）

優　勝：松下　和徳（白藤苑） ネット67.2
準優勝：堀尾　愼彌（コスモピア熊本） ネット71.0
第３位：小西　昭宏（彩雲苑） ネット71.0
B・B賞：吉田　泰仁（なでしこ） ネット84.0
B・M賞：平野　秀樹（メディエイト鶴翔苑） ネット84.2
ベストグロス賞：大館　博敏（青翔苑） グロス　81
ニアピン賞：松下、中原、萩原、國武
ドラコン賞：橋本、田崎 （敬称略）

順位表：ダブルペリア方式堀
尾
先
生
寄
贈
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

授
与
の
様
子

左
　
堀
尾
先
生

　
右

　
松
下
先
生
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リ
ハ
ビ
リ
室
へ

よ
う
こ
そ

リ
ハ
ビ
リ
室
へ

よ
う
こ
そ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
介
護
老

人
保
健
施
設
で
の
リ
ハ
ビ
リ
施

設
の
紹
介
や
、
福
祉
機
器
等
の

ご
案
内
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
回
は
二
施
設
の
リ
ハ
ビ
リ
の

御
紹
介
を
致
し
ま
す
。

　

当
施
設
は
、
阿
蘇
山
の
南
側
に
位
置
す
る
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
に
あ

る
入
所
定
員
50
名
、
通
所
定
員
60
名
の
施
設
で
す
。
通
所
で
の
個
別

リ
ハ
終
了
後
に
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、い
つ
ま
で
も
心
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

ま
た
選
択
肢
が
な
い
為
に
仕
方
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
自
己
決
定
と
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
理
学
療
法
士
３
名
、
作
業
療
法
士
２
名
で
入
所
、
通
所
、
訪
問

の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
南
阿
蘇
地
域
の
包
括
ケ
ア
に
お
い
て
当
施
設
が
担
う
べ
き

役
割
の
一
つ
と
し
て
、
在
宅
支
援
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
の
拠
点
が
あ

げ
ら
れ
、通
所
と
訪
問
リ
ハ
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
通
所
で
は
、

生
活
機
能
に
着
目
し
た
個
別
リ
ハ
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
で
の
そ
の
人
ら
し
さ
を
引
き
出
し
、
自
信
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
、
様
々
な
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
選
択

し
て
行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
訪
問
リ
ハ
で
は
、
通
所
が
困
難
な

方
は
も
ち
ろ
ん
、
通
所
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
て
も
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
に
よ

る
在
宅
生
活
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合
や
福
祉
用
具
導
入
・
住
宅
改

修
後
の
確
認
と
フ
ォ
ロ
ー
、
役
割
活
動
や
趣
味
活
動
の
促
進
等
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
も
と
づ
き
一
定
期
間
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
り
、
他
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
の
協
働
を
図
り
な
が
ら
様
々
な
形
で

の
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
が
安
心
で
い

き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

理
学
療
法
士　

古
澤
さ
お
り　
　

介
護
老
人
保
健
施
設「
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
」

①

に
あ

個
別

み
慣

②

④ ④

③

①生け花クラブ：ご利用者の方々がお庭の花を持ちより、
生け花経験があるご利用者を中心に多くの方が楽しまれ
ております。

②ひばり菜園：農業を営まれていた方が多く昔を思い出し
ながら取り組んでおられ、毎年豊作です。

③足湯：温泉を活用し、多くの方に喜んで頂いております。
④訪問リハ：退院後はじめてお庭にでられた時の様子です。
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当
施
設
は
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
熊
本
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
併
設
の
老
健
施
設
で

す
。
当
施
設
は
入
所
定
員
85
名
、
通
所

リ
ハ
定
員
74
名
で
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

は
理
学
療
法
士
4
名
、
作
業
療
法
士
６

名
、
言
語
聴
覚
士
１
名
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
、
昨
年
12
月
よ
り
施
設
ご

利
用
者
を
対
象
と
し
た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

当
施
設
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

特
徴
は
、
担
当
リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス
ト

が
各
リ
ハ
サ
ー
ビ
ス
（
長
期
入
所
、
短

期
入
所
、
通
所
リ
ハ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
）

全
て
に
関
わ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
在
宅
生
活

を
意
識
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
【
在
宅
で

課
題
と
な
っ
て
い
る（
な
る
で
あ
ろ
う
）

動
作
な
ど
を
各
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
一
貫
し
て
（
同
じ
方
法
で
）
提

供
】
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

特
徴
は
、
心
身
機
能
訓
練
・
在
宅
生
活

動
作
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
利

用
者
様
の
ご
自
宅
で
の
役
割
や
余
暇
活

動
、
社
会
参
加
な
ど
を
促
し
て
い
け
る

よ
う
な
訓
練
を
ご
家
族
・
居
宅
ケ
ア
マ

ネ
と
協
議
し
な
が
ら
展
開
で
き
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ご
利
用
者
の
心
身
機
能

に
応
じ
た
家
屋
環
境
の
適
正
化
や
心
肺

機
能
低
下
の
予
防
な
ど
を
行
い
、
ご
利

用
者
・
ご
家
族
、
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
よ
り

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

ご
利
用
者
の
心
身
機
能
・
家
屋
環
境

か
ら
社
会
参
加
ま
で
生
活
に
関
わ
る
全

て
の
内
・
外
的
環
境
に
対
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
、
ご
利
用
者
の
皆
様
が

１
日
で
も
長
く
住
み
な
れ
た
環
境
で
、

心
豊
か
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
援

助
（
サ
ポ
ー
ト
）
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

副
主
任

廣
岡
大
門
（
理
学
療
法
士
）

社
会
医
療
法
人
社
団

　
熊
本
丸
田
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ヒ
ル
」訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン



16

ろうけん熊本

〒868‒0041 熊本県人吉市七地町495
　　　　　　　介護老人保健施設 リバーサイド御薬園内
                   TEL 0966－26－3681　FAX 0966－26－3680
                   E-mail:kmrouken@orange.ocn.ne.jp

印　刷：シモダ印刷株式会社

社団法人　熊本県老人保健施設協会社

広報委員
　松永　昇行（コスモピア熊本）
　後藤　　健（青海苑）
　高森　由紀（希望の園）
　立山奈津美（協会事務局）

土肥　英樹（サンライフみのり）
金子　俊弘（あさひコート）
古川　逸夫（アメニティゆうりん）

　「ろうけん熊本」では皆様からの記事、掲載したい写真（表紙）などを募集しております。
お気軽に事務局までご連絡ください。
　また近日中にホームページを開設予定です。そちらへの掲載も合わせて募集しております。

研修会のご案内 職員基礎研修会　　平成24年12月６日・７日

　４月に医療介護同時改定が行われ半年が経過しました。現在、介護保険における請求業務は、
パソコンで専用ソフトを使用することが主流となっています。専用ソフトは、ソフト会社の
数だけ存在し、使用しているシステムも事業所毎に様々です。
　制度改定時にソフト会社は、システムの更新作業に明け暮れる日々が続きます。介護事業
所側としては、４月分の請求が５月に問題なく伝送できるか不安でした。ソフト会社にとっ
ても顧客に対し信頼と安心を提供するために必死だった事に違いありません。特に今回の制
度改定で処遇改善加算は、システムに影響があった項目だったと思います。４月の時点で処
遇改善加算にソフトが未対応の事業所もありました。また、医療の方では、医師会が提供し
ているソフトで改定時にバージョンアップがスムーズだった事を聞きます。
　ソフトも様々で、費用を費やせば便利なソフトはいくらでもありますが、初期費用、保守
料を抑えれば、内容も変わってきます。しかし、高額なソフトほど、システムの100％を現場
で活用することは困難であると聞きます。やはり、提供する側と使う側の双方の意思疎通が
重要視され、事業者用でカスタマイズ等ができる使い勝手の良いソフトを求める傾向があり
ます。
　パソコンの歴史を見るとWindowsは、2001年からOSが、xp → vista → 7に進化していま
すが、この影響でソフトが対応できず新しいバージョンに変更が必要とされ、規模によっては、
数十万～数千万の費用が発生することがあります。しかし、ソフトによっては、OSに依存し
ないソフトもあります。その場合は、パソコンを買い替え、OSが変わったとしてもパソコン
だけの費用で抑えることが可能です。また、トラブル時にはリモート作業で迅速に対応をす
る方法もあります。知ると知らないでは、経費の削減に大きく影響することを感じます。
そんな中、当協会では、ホームページを作成中です。求人情報や会員施設様の各ホームペー
ジのリンク先を貼り付け県施設のネットワークの環境を整え、情報提供を行っていきたいと
思います。そのため会員の皆様には、完成しましたら、各御施設のホームページに協会ホー
ムページのリンク先を貼り付けていただけると幸いです。

協会ホームページ作成にあたって　　　　　あさひコート　金子 俊弘


